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	官僚の掌握に
　　　　　　失敗した「民主党」、成功した「安倍」


読書の秋、読んでみたのは日本再建イニシアティブ著「民主党政権　失敗の検証　日本政治は何を活かすか」（中公新書）です。本の章立てを見ると「民主党の歩みと三年三ヵ月の政権」「マニフェスト」「政治主導」など九項目となっています。
この本を読むと「民主党が目指したもの（理想）」と「失敗の原因（現実）」が良く分かるように思います。
民主党政権で思い出すのは「マニフェスト」「事業仕分け」「政治主導」などです。
「マニフェスト」は民主党政権が何をやる政権なのかを明らかにしていて、国民に広く支持されたといえます。
蓮舫さんの「何故一番でなければいけないんですか？二番ではダメなんですか？」で国民の注目を集めた「事業仕分け」の一回目は鳩山政権の二〇〇九年十一月に行われ、国の事業に何があり、税金がいくら使われているか、国民に開かれた場で行われ「約七千億円の歳出削減に成功し、国庫返納分なども含めて全体で約一・六兆円」を捻出したのは評価に値します。

しかし「予算の効率化や無駄遣い根絶で九・一兆円を捻出するとしていた民主党マニフェストとの差は大きく」マニフェスト実現が困難になりました。財源の見通しが甘かったといえます。一方で生真面目さからか財政規律＝収支バランスを求めた結果、消費税増税に行き着いたのではないでしょうか。
「政治主導」については「政治家が政策をリードする」という考え方は良しとしても、政治経験の少ない議員集団が官僚を上手に使いこなすどころか、敵に回してしまったのは大きな誤りです。
鳩山政権下、各省幹部人事を一元管理する「内閣人事局」設置を目指したが失敗しました。
これに対して安倍政権では二〇一四年に内閣人事局が発足し、各省庁の幹部の人事権が内閣に集中し「佐川答弁」のような「忖度」する官僚ばかりになりました。今では「安全保障」「外交」なども実質的権限が内閣府に集中してきています。
この本の結びでは「民主党政権はマニフェストにない案件でつぶれた」「普天間、消費税、尖閣、TPP」であると。鳩山の「普天間」移設、菅の「消費税増税」は総理案件として突然出てきたもののようであります。
（大久保）
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　九月二四日、秋の「大人の遠足」として、いちょう会会員十一名で等々力渓谷の散策を行いました。
　等々力渓谷は、武蔵野台地の南端を谷沢川が侵食してできた約一キロメートルの渓谷で、東京二三区内では唯一のもの。谷沢川沿いに散策路があります。
　最初に等々力不動尊に参拝し、本堂脇の石段を下ると、「とどろき」の地名の由来になったといわれる「不動の滝」があります。
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　この日は晴れて、蝉も啼く暑い日でしたが、川沿いでは地上に比べ３℃も低く、爽やかでした。
　その後、日本庭園、等々力渓谷三号横穴（横穴墓）、野毛大塚古墳を見学し、イタリアンレストラン「OTTO」で昼食交流をしました。この店は女性に人気で、開店前から行列ができていました。いちょう会は予約していたのですんなり入店できました。
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　参加者からは
（Ｆさん）
「等々力渓谷は大木がうっそうと繁り、谷底には川が流れ、小鳥の声も聞かれ、二筋の不動の滝と滝の後壁にびっちりおおった緑のコケを伝うキラキラ光る水滴にいやされました。ランチを楽しんだ後、再び谷にもどりましたが、急激な階段も老体（全員）ものともせずアッパレでした。」
地公三単産・地公退
　　　　　高齢者集会
　　　　　　　九月十六日
地公三単産（自治労・全水道・日教組）と地公退（地方公務員退職者協議会）共催の高齢者集会が日本教育会館で開催されました。
主催者を代表して地公退の足立会長は「参院選で改憲与党が過半数をとり、安倍首相は改憲発議に意欲を見せている」と警戒を呼び掛けていました。
基調報告の後は、新潟国際情報大学の佐々木教授より「エネルギー民主主義の可能性」について講演がありました。
いちょう会は五名が参加しました。
全国高齢者集会
　　　　　　九月十七日
「生き生きと安心して暮らせる社会をつくろう」をスローガンに全国高齢者集会が文京シビックホールで開催され、全国から二千名の高齢者が集まりました。
　集会では退職者連合の人見会長が「概算要求が一〇五兆円になった。安倍政権下で防衛費は拡大し、社会保障費は抑制されている。国民生活を守る取り組みをしよう」と挨拶しました。
　いちょう会からは四名が参加しました。
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[映画から社会を見る⑨]
風力発電で村を救った貧しい国の少年の奮闘記
  アフリカ南西部の貧しい国、マラウイは人口一千八百万　人で、電気の普及率が２％。しばしば干ばつが襲い、水不足で農業もできなくなる。
「風をつかまえた少年」（２０１８年、英・マウライ合作）はベストセラーになった実話を映画化したもの。電気を起こす風車で村を救った少年の物語である。村の貧しい生活と学費が払えず中学校を退学した少年ウイリアムの家庭の日常が描かれる。食事は一日一回だけという厳しい生活の映像が印象に残る。科学好きのウイリアムは中学校の図書室に忍び込み一冊の本「エネルギーの活用」に読みふける。そして風力発電機を作ろうと決意する。風車のプロペラを作ったが、これを回転させ電気を起こすには自転車の車輪と組み合わせる必要がある。
そこで、父親の自転車の車輪の活用をせがむ。当初は取り合わなかった父親も度重なる懇願にようやく折れる。８㍍ほどの木の櫓の上に発電機を取り付け、電気を起こして地下水を汲み上げるのだ。協力する子どもや大人も大勢に。地下水があふれ出て、水、水、水。そして、一年中農作物が収穫でき、飢饉はなくなった。
電気の普及率の低い途上国では風力や太陽光の発電機つき戸建て住宅を販売している国もある。分散型エネルギーの推進である。では、日本はどうか。膨大なコストのかかる原発の権益擁護や国際潮流に反する石炭火力発電の推進は停止し、先進国水準を大きく下回りわずか８％という風力や太陽光、地熱などの再生可能エネルギーの大幅増強を図ってほしい。　　（緑川芳樹）
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　　いちょう歌壇

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　滝沢　章

停電にテレビ・パソコン機能せず情報とどかぬ孤島にわれは
選挙向け〈食料安保〉のおほ見出し呪術を掃ひ明日に目覚めよ
江戸文字の下足の木札抜き取りて十五六歩の席〈さくら水産〉
美ら海のジュゴンのその後報されず埋め立て進む辺野古の虚し
「小さい声を、聴く力」に違和もちぬウチナンチューの声も聴かずは
繰り返す〈誠実・真摯・叮嚀〉に鑑に見よと言ひたきわれは
眩むほど熱線浴ぶる昼下りチェーンソー唸る馬車道をゆく
脱出の起こらぬふるさと描きつつ電力自給に取り組む〈オラッテ〉
よみがへる阿鼻叫喚が描かれし被爆の実相ひとは知るべし
海上胤平の歌の一つも識らねども東郷平八郎が師事と聴くなり
自治労県職労大会
九月四日
　波止場会館で開催された大会で米倉委員長は、参議院選挙で「岸まきこ」さんが当選したことに触れ「産総研の独法化の時、参議院議員の江崎孝さんを通じ国と交渉したことで、その後の県の対応が変わった」と自治労組織内議員を持つことの意義を強調していました。
　いちょう会からは、大久保会長が来賓として出席しました。
曹洞宗大本山總持寺拝観
県本部女性連絡会議
　　　　　　　　　十月一日

　涼やかな風が秋を感じさせてくれた十月一日、神奈川県本部女性連絡会議の散策と精進料理を楽しむ集いに参加した。
　訪ねた場所は、鶴見にある曹洞宗総本山總持寺。十五万坪の敷地には、百名の修行僧が寝起きする大僧堂をはじめ、明治期に山形県から移築した放光堂、日本一の規模を誇る千畳敷の太祖堂などが建ち並び、若い修行僧が案内してくれた。
　日本各地の曹洞宗のお寺の跡継ぎの若者たちが、朝四時起きして、あらゆる仕事をこなしているという。僧衣姿で懸命に寺を切り盛りしているのを見て、彼らが無事修行を終え故郷に帰れる日が来ることを祈った。（山崎）
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　分庁舎建替え工事
　県庁本庁舎の正面、港郵便局の隣に位置する「分庁舎」の建替え工事が行われています。基礎工事に長らく日数をとられていましたが、今では鉄骨の組み上げが順調に進んでいるように見受けられます。
地上十三階、地下一階となる新しい分庁舎は来年の完成と見られます。
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行事予定
〇大人の遠足
　白秋童謡の散歩道
　十一月一九日

〇県シニア連合総会

　十一月二二日

〇県本部退職者会みかん狩り
　十一月二八日

〇県本部退職者会総会
　十二月五日
　
　訃報
　　ご冥福をお祈りいたします

　　　　愛甲幸太郎さん
　　　　石田満男さん
　　　　小川裕久さん
　　　　小木曽正治さん
　　　　中島正夫さん
　　　　林弘さん
　　　　細川博美さん

　　　　　　　　　　　　　　　
『銀杏』原稿募集中

　「近況」「旅行」「短歌」「川柳」「小説」等を「銀杏」紙面の一～四ページ程度にまとめてお送りください。原稿をメールでお送りいただけると助かります。
・メールのアドレスはいちょう会ニュースの表題部にあります。

・郵送の宛先も表題部を参照してください。

・原稿締切は十二月十五日

    　　　等々力渓谷散策


　　　　　　　　静かさと涼感に包まれた空間








